
どのような話がされているのか、
ちょっとのぞいてみましょう！

　“できる限り皆さんの声を聴いて、村政に生かしたい！”
そんな村長の思いから始まった「村長とのふれあいトー
ク」。村長と１対１で意見交換ができるこの催しは、毎月
１回、イオン東海店１階のフードコートにおいて実施し
ており、次回開催の11月19日（土）で30回目を迎えます！
　今回は、ふれあいトークでどのような話し合いがされ
ているのかについて、その一部をご紹介します。村長も、
皆さんから貴重なご意見を伺えることを楽しみにしてい
ます。今後も多くの皆さんのご来場をお待ちしています！

【問い合わせ】
　広報広聴課秘書広聴担当（☎282-1711 内線1302）

例えば…村長とこんなやりとりがされています

【Case１】地域とのかかわり

（参加者の声）
　東海村に住み約30年が経ちます。これ
からも村で暮らし続けたいと思いますが、
職業や将来について不安を抱えています。
そのような中で、今後はますます地域と
のつながりが大切になってくると考えて
います。

（村長）
　近年は、定年延長の影響等で地域ボランティアの
担い手が減ってきている状況にあります。それぞれ
個人が地域とのつながりを増やす必要があると思
いますが、最近は個人主義が強い傾向もあるので、
まずはそのための意識付けが必要であると考えて
います。

【Case２】ガードレールの設置

（参加者の声）
　（石神内宿の）内宿十字路から石
神コミュニティセンター入り口の
交差点に向かう原電通りを、約50
人の児童が通学路として利用して
います。大型車の通行量が多いに
もかかわらず、歩道は狭く、ガー

ドレールが設置されて
いないため、非常に危
険です。対応をお願い
します。

（村長）
　原電通りは大型車が多く危険ですが、ガードレールを設
置すると歩道が狭くなってしまうので、どのような対応が
良いのか、担当課に確認します。

（担当課）
　原電通りの歩道については、海側から国道６号に向けて
順次拡幅しており、ご指摘のあった場所は今年度拡幅見込
みです。このため、ガードレールの設置は行いませんが、
安全性を確保できるよう努めます。

祝★30回開催　「村長とのふれあいトーク」

分かりました！

ふれあいトークは、
原則第３土曜日、
イオン東海店（１階･フードコート）で
実施中！

　日程については、公務の都合により変更
となる場合がありますので、「広報とうかい」
または村公式ホームページにてご確認の上、
ご来場ください。
　なお、当日のやりとり結果については、
村公式ホームページでもご覧いただけます。
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